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第 1 章 伊賀市地域公共交通計画の評価 

1-1 本章の着眼点まとめ 

本章では、前計画となる伊賀市地域公共交通計画における数値目標の達成状況や施策の進捗状況

を整理します。これより、進捗した施策は継続的に取組を進めていくこと、進捗がなかった施策は

改善や見直しを行うなど、次期計画に活かしていきます。 

 

■伊賀市地域公共交通計画の評価まとめ 

基本方針 1：市民・利用者の生活の質を高める地域公共交通ネットワークの形成 

○主に以下の施策を推進しました。 

・鉄道事業再構築実施計画の中間評価 

・パークアンドライド駐車場の利用促進 

・既存バス路線対する利用状況に応じた路線の再編 

・島ヶ原地域でのデマンド運行の実証運行を開始するとともに、導入検討する地域との協議 

・神戸地区における地域運行バスの運行のサポートを行なうとともに、地域運行バス制度の説

明を希望する地域への説明会の実施 

○各施策を実施していますが、コロナウイルスの影響もあり、バスや鉄道の利用者は減少してお

り、数値目標は未達成となっております。 

基本方針 2：誰もが利用しやすく、使いたくなるような地域公共交通サービスの充実 

○主に以下の施策を推進しました。 

・二次交通の充実により関西本線の利用増に繋がるかを検証するため、新堂駅から名阪国道御

代インターチェンジへの実証バスを運行 

・伊賀線の利用促進のため、旅行商品の開発や、情報発信、パンフレットの配布 

・ＪＲ関西本線島ケ原駅での乗り継ぎを考慮した、島ヶ原ぐるり号の運行ダイヤの改善 

・教育委員会と連携し、小中学生の通学に際し、いがまち・大山田行政サービス巡回車及び青 

○一方で、各施策を実施していますが、地域公共交通を利用したお出かけの数値目標は未達成と

なっており、利用者増加に向けた取組が重要となります。 

基本方針 3：一緒に考え、次世代へつないでいく持続可能な仕組みづくり 

○主に以下の施策を推進しました。 

・伊賀鉄道の魅力向上、利用促進イベント電車の乗り方教室等の実施 

・伊賀鉄道公式 SNS アカウントによる情報発信 

・コミュニティバス「にんまる」の音声アナウンスを沿線小学生の声に変更 

・従来の伊賀鉄道分に加え、伊賀市民で近鉄・ＪＲ・バス等他の公共交通機関分も対象に、

各通学定期券購入費用の１／２にあたる金額を助成 

・２０２４年８/１６～１８ 第１３回全国高校生地方鉄道交流会 開催 

○コロナウイルスの影響で、地域公共交通への市民の参画度は大幅に減少したと考えられます

が、コロナ後も減少しているため、参画度向上に向けた取組が必要となります。 

○一方で、地域公共交通への市民の満足度はコロナ後に回復傾向にあり、目標を達成しました。

そのため、公共交通に対する不満事項への改善が見られる結果となりました。 
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1-2 現計画の概要 

「伊賀市地域公共交通計画」は、伊賀市では、平成 19 年度に「伊賀市交通計画」を策定し、以降、

鉄道やバスの活性化、利用促進に取り組んできました。平成 27 年には「伊賀市地域公共交通網形成

計画」を策定し、令和2年度までを計画期間として、地域に根ざした持続可能な交通体系の構築を目

指してきました。 

しかし、計画期間の満了や、関連法（地域公共交通の活性化及び再生に関する法律）の改正、伊

賀鉄道の公有民営化、市役所本庁舎の移転、新駅開業、利用者数の減少、運転者不足、コロナ禍な

ど、環境の変化を受け、現計画を策定しました。 

 

伊賀市地域公共交通計画（令和 3 年 3 月策定） 

■計画期間 

令和 3 年度～令和 7 年度 

■基本理念 

暮らしに寄り添い ひと・地域が輝く ネットワークづくり 

～みんなで磨きあげ 使って 支える 伊賀市の地域公共交通～ 

■基本方針 

・市民・利用者の生活の質を高める地域公共交通ネットワークの形成 

・誰もが利用しやすく、使いたくなるような地域公共交通サービスの充実 

・一緒に考え、次世代へつないでいく持続可能な仕組みづくり 

 

（出典：伊賀市地域公共交通計画（令和 3年 3月策定）） 

図 1-1 現計画における課題の支店と基本理念・基本方針の関係性 
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1-3 事業の進捗状況 

現計画では、3 つの基本方針に基づき、目標が設定されており、その目標を達成するための実施事

業を推進してきた。「目標を達成するための実施事業」は、複数の基本方針や目標にまたがる複合的

な効果が整理されている。今回の評価では、目標に直接関係する事業を整理します。 

 

表 1.1 伊賀市地域公共交通計画の事業の取組事例（抜粋） 

基本方針 1 市民・利用者の生活の質を高める地域公共交通ネットワークの形成 

施策の 

取組状況 

・鉄道事業再構築実施計画の中間評価 

・パークアンドライド駐車場の利用促進 

・既存バス路線対する利用状況に応じた路線の再編 

・島ヶ原地域でのデマンド運行の実証運行を開始するとともに、導入検討する

地域との協議 

・神戸地区における地域運行バスの運行のサポートを行なうとともに、地域運

行バス制度の説明を希望する地域への説明会の実施 

基本方針 2 誰もが利用しやすく、使いたくなるような地域公共交通サービスの充実 

施策の 

取組状況 

・二次交通の充実により関西本線の利用増に繋がるかを検証するため、新堂駅

から名阪国道御代インターチェンジへの実証バスを運行 

・伊賀線の利用促進のため、旅行商品の開発や、情報発信、パンフレットの配

布 

・ＪＲ関西本線島ケ原駅での乗り継ぎを考慮した、島ヶ原ぐるり号の運行ダイ

ヤの改善 

・伊賀線、近鉄、ＪＲ関西本線、草津線の乗り継ぎ及びコミュニティバス「に

んまる」のダイヤがわかる携帯型時刻表の作成・配布 

・教育委員会と連携し、小中学生の通学に際し、いがまち・大山田行政サービ

ス巡回車及び青山行政バスへの混乗を実施 

・関西 Maas 協議会に登録（準会員）（令和５年９月５日 スマホアプリ「KANSAI 

MaaS」リリース済。アプリで伊賀の名所等の検索も可能） 

基本方針 3 一緒に考え、次世代へつないでいく持続可能な仕組みづくり 

施策の 

取組状況 

・伊賀鉄道の魅力向上、利用促進イベントの実施 

・伊賀鉄道公式 SNS アカウントによる情報発信 

・線路の枕木やつり革などのオーナーを募集し、地元のマイレール意識を醸成 

・電車の乗り方教室：１２回実施 

・コミュニティバス「にんまる」の音声アナウンスを沿線小学生の声に変更 

・従来の伊賀鉄道分に加え、c 近鉄・ＪＲ・バス等他の公共交通機関分も対象

に、各通学定期券購入費用の１／２にあたる金額を助成 

・令和６年８月 16 日～18 日 第 13 回全国高校生地方鉄道交流会 開催 

・運転手の人数や配置等、現状に配慮したバスの運行により、運用の最適化を

検討 
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（1） 基本方針１に関連する事業 

事業
No. 

施策内容 取組実績（抜粋） 課題及び今後の方向性 

01 伊賀鉄道の
持続的な事
業推進 

・地域公共交通活性化再生協議会等の機会に関
係機関と協議を進め、令和４年２月に鉄道事
業再構築実施計画中間評価報告書を完成させ
た。 

・伊賀線次期鉄道事業再構築実施
計画策定に向けた基礎調査（令
和６年度実施）を基に、伊賀線
の継続的な運営のため、次期鉄
道事業再構築実施計画を策定し
ていく必要がある。 

・伊賀鉄道運営費等補助金により伊賀鉄道㈱の
経営安定化に努めた。 

・「鉄道事業再構築実施計画中間
報告書」に基づき、安全運行と
経営改善に努める。 

・第二種鉄道事業者である伊賀鉄道㈱と「伊賀
線施設保守管理協定」を締結し、適正な管理
を行った。 

・国庫及び県補助事業並びに市単事業について
協定書を締結し、計画に基づき施行した。 

・毎月、保守会議を開催し、情報の共有を行っ
た。 

・「鉄道事業再構築実施計画中間
報告書」に基づき、安全運行と
経営改善に努める。 

02 鉄道駅の結
節機能の向
上 

・市部駅、丸山駅、比土駅の駐車場の周知を図
るとともに、草刈り等の保守管理を行った。 

・ギャラリー列車の園児保護者向けの通知文書
でパークアンドライド用駐車場を紹介し、利
用を働きかけた。 

・市部～ゆめが丘の通勤バス実証運行に向け、
駅乗降者数調査と企業ヒアリングを実施。 

・伊賀線の利用促進を図るため引
き続き、整備に向けた検討を行
う必要がある。 

・また、沿線の駐車場・駐輪場を
活用しながら、駅の結節機能の
向上を図る。 

03 高速バス路
線の維持 

・高速バスの時刻表を市役所などの集客施設に
設置し、情報発信を行った。 

・高速バス路線は、コロナ禍を受
け、減便、縮小の傾向にある
が、状況を見据えながら、利用
促進を進める。 

04 既存バス路
線の改善 

・いがまち行政サービス巡回車に、「オークワ
伊賀新堂店」のバス停留所を追加した運行ル
ートや時刻の変更に向け、取組を行った。
（令和７年４月１日改正） 

・今後も利用状況を確認しなが
ら、引き続き必要な改善策を検
討していく。 

・令和６年１０月１日から、準基幹バスの「諏
訪・予野線」の「治田西口」から「金坪」間
を、山添村民バスに移行し、路線の改善を図
った。 

・令和６年１１月１日から、準基幹バスの「西
山・島ヶ原線」の「中矢」から「やぶっち
ゃ」間を、島ヶ原ぐるり号の定時定路線に移
行し、路線の改善を図った。 

・今後も利用状況を確認しなが
ら、引き続き必要な改善策を検
討していく。 

05 地域の実情
に応じた交
通手段の検
討 

・地域や関係機関と協議を行い、令和５年８月
から島ヶ原地域でデマンド運行の実証運行を
開始した。また、令和６年１１月１日から行
き先に「上野市駅」を追加したルート変更や
時刻の変更を行い、実証運行を実施した。 

・他地域において、島ヶ原ぐるり号の紹介を行
った。 

・実証運行の利用状況等を見なが
ら検証を進め、他地域への展開
についても検討していく。 

・地域運行バス制度の説明を希望する地区へ出
向き、住民自治協議会役員等へガイドライン
の説明や事例紹介を行うとともに、導入を検
討している地域からの相談に対応し、関係機
関への確認等を行った。 

・神戸地区の継続的な運行に向けて、財政支援
やサポートを行った。 

・モデル地区（神戸地区）の運行
継続に向けて、市として引き続
きサポートを進めていくととも
に、導入検討いただける地域に
ついては、モデル地区の具体的
な取組事例等を示しながら、協
議を進めていく。 

06 地域拠点に
おける乗継
環境の改善 

・伊賀支所移転に伴い、いがまち行政サービス
巡回車のバス停留所名を変更し、新しい伊賀
支所前に、いがまち及び阿山行政サービス巡

・利用状況を確認しながら、引き
続き必要な改善策を検討してい
く。 
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回車、廃止代替バス柘植線のバス停を集約
し、環境改善を行っている。 

・いがまち・阿山・大山田・島ヶ原行政サービ
ス巡回車の時刻表示について、劣化した案内
表示の取り換えを行った。 

・利用状況を確認しながら、引き
続き必要な改善策を検討してい
く。 

07 隣接市町村
への路線網
の創出検討 

・山添村コミュニティバスの運行ルートの変更
について、山添村と調整を図り、令和６年１
０月１日から運行ルートの変更を行った。 

・利用状況を検証しながら、定住
自立圏内の移動需要を支えるに
あたっての連携策を模索してい
く。 

 

（2） 基本方針２に関連する事業 

 

事 業

No. 

施策内容 取組実績（抜粋） 課題及び今後の方向性 

08 JR 関 西 本
線、草津線
および近鉄
大阪線のサ
ービス改善 

・関係自治体や関係促進団体と連携し、ＪＲ西
日本に対し、運行本数の維持を重点項目とし
て加茂～亀山間の電化（加茂～柘植間の段階
的早期着手）や草津線の運行本数改善につい
て要望を行った。 

・ＪＲ東海に対し、名古屋都市圏からのイベン
ト列車や臨時直通列車の運行、ＪＲ西日本や
沿線自治体等との連携強化による広告宣伝等
積極的な取組の実施等について要望を行っ
た。 

・関西本線沿線ウォーキングを年５回実施し
た。 

・関西本線木津亀山間活性化同盟会と滋賀県草
津線複線化促進期成同盟会と連携して制作し
たプロモーションポスターを関西圏の主要駅
に掲出し誘客を図った。 

・臨時直通列車の実証運行の際に市内観光団体
等と連携し、来訪者へのおもてなしを行っ
た。 

・二次交通の充実により関西本線の利用増に繋
がるかを検証するため、新堂駅から名阪国道
御代インターチェンジへの実証バスを運行し
た。 

・草津線の活性化を図るため、フォトコンテス
トを実施した。 

・大阪・関西万博の開催やインバ
ウンド拡大の好機を捉え、関西
方面からの誘客・利用促進に向
けた取組を展開していく。 

・近鉄大阪線について、運行本数の維持や伊賀
線との接続改善等、利便性確保のため、近鉄
㈱と優良な関係を続けており、特急列車の現
状本数の維持など便数確保に努めている。 

・利用状況を確認しながら、引き
続き必要な連携協力を検討して
いく。 

・柘植駅、新堂駅、佐那具駅、島ケ原駅につい
て、沿線地域と協議を行いながら、各駅の運
営継続に取り組んでいる。 

・利用状況を確認しながら、今後
も沿線地域と連携して、各駅の
運営を継続していく。 

09 伊賀鉄道の
利用促進 

・忍者パック実績（２,７３０名） 
・その他ツアー団体（１,６８９名） 
・ＪＲ西日本・近鉄と連携した旅行商品の造成

「(ICOCA で GO）京都・伊賀 お茶と忍者の里
タイムトラベルパス」ほか 

・近鉄 YouTube「本日、旅ロケで不在です」伊
賀取材 

・近鉄 GHD 台北支社による伊賀市内取材（台湾
の人気家族ブロガーによる SNS 発信） 

・今後もさらなる集客のため、乗
ること自体を楽しめる魅力のあ
る列車づくりとして、車内での
楽しみ方やイベントの企画につ
いて検討のほか、関係他社との
連携にも引き続き取り組んでい
く。 
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・パンフレット「伊賀鉄道ええとこガイド」を
１，０００部増刷し、各種イベントで配布・
配架 

（配布先例） 
・各地のショッピングモールで行われる三重県

フェア 
・関西内外で行われる鉄道イベント 
・関西本線実証列車運行 
・市他課が関係する諸イベントに提供・配布依

頼 

・地域住民だけでなく、圏域外の
方に対してもＰＲ活動を行うこ
とができた。今後も機会を捉え
てマップ等の作成を進めてい
く。また「伊賀鉄道ええとこガ
イド」の改訂を検討する。 

・子供に対するマイレール意識の醸成に向け
て、伊賀鉄道の利用促進補助金制度について
の情報を令和６年５月に個別の学校、園に対
し、メールもしくは郵送にて送付した。 

・延べ２１団体（利用者６０５人）に対して、
５０,３２４円の補助を行った。 

・今後も、同線の利用促進及びマ
イレール意識の醸成の観点か
ら、より使いやすい補助制度へ
の変更と積極的なＰＲを行って
いく。 

10 乗り継ぎし
やすいダイ
ヤ設定と周
知 

・令和６年１１月１日から、島ヶ原ぐるり号の
運行ダイヤを、ＪＲ関西本線島ケ原駅での乗
り継ぎを考慮したダイヤに改善した。 

・情報収集に努めるとともに、利
用状況を確認しながら、引き続
き必要な改善策を検討してい
く。 

・伊賀線、近鉄、ＪＲ関西本線、草津線の乗り
継ぎ及びコミュニティバス「にんまる」のダ
イヤがわかる携帯型時刻表を作成し、駅、市
庁舎、地区市民センターなどで配布した。
（作成部数：２,９００部） 

・冊子での配布に加え、市ホームページでの公
開を行った。 

・表紙に伊賀市で開催された第１３回全国高校
生地方鉄道交流会写真コンテスト伊賀市長賞
作品を採用した。 

・引き続き情報収集に努めなが
ら、携帯型時刻表等、必要な情
報提供を行っていく。 

11 施設と連携
したバス待
合い環境の
改善 

・コミュニティバス「にんまる」のダイヤや路
線がわかる携帯型時刻表を作成し、駅、市庁
舎、地区市民センターなどに設置した。 

・引き続き、携帯型時刻表等を作
成し、必要な情報提供を行って
いく 

12 わかりやす
い情報発信
と情報活用 

・携帯型時刻表を２,９００部作成（「施策番号
２２」に同じ）。また、冊子での配布に加
え、市ホームページでも公開し遠方の人など
への情報提供を行っている。 

・海外からの観光客への宣伝強化を目的として
伊賀鉄道ホームページの多言語化を行ってい
る。 

・X（旧 Twitter）の伊賀鉄道公式アカウントや
ホームページでの迅速な運行情報の提供を行
っている。 

・「南海トラフ地震臨時情報『巨大地震注意』」
への対応を HP、X で発信。 

・バスの運休や迂回が生じる際には、市ホーム
ページで情報提供を行った。 

・上野市駅の行先案内表示器のデジタル化によ
り、多言語表記、音声案内、テロップによる
情報提供を実施中。 

・利用状況を確認しながら、必要
な改善策を引き続き検討してい
くとともに、既存の物について
は、現状と異なった情報を提供
することのないよう点検を行っ
ていく。 

・標準的なバス情報フォーマット（GTFS-JP）
データの整備を進め、令和３年５月より
Google 等地図検索サービスで市内の公共交通
の時刻や経路を検索できるようにしている。 

・データの整備により検索が便利
になったため、今後はそのこと
を活用した利用促進策を検討し
ていく。 

13 利用しやす
い運賃制度
の構築 

【伊賀鉄道】 
・１日フリー乗車券発売枚数 紙券 ７,１６

１枚 
同上 デジタル総計６０１枚（おまけつき含

む） 

・利用状況を確認しながら、必要
な改善策を検討していく。 

・収益増につながる付加価値の検
討を行っていく。 
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・エコロジーパス発売枚数 ２枚 
・沿線の飲食店やイベントと連携した１日フリ

ー乗車券「RYDE PASS」を発売中。 
・謎解き探訪アプリ「たまむすび」発売枚数

（デジタル１日フリー乗車券付き）７６枚 
・スマホ定期券「バスもり！」発売枚数 １,

０６８枚 
・ICOCA 定期券 発売枚数 １,５８４枚 
・上野市駅窓口にクレジット決済導入（ICOCA

定期購入時） 
【青山行政バス】 
令和６年２月１日より交通系ＩＣカードの利用

が開始している。 

・交通事業者の制度や他市の事例等の研究を行
っている。 

・交通事業者の制度や他市の事例
等も研究しつつ、運転免許返納
者の公共交通機関利用への転換
による利用促進及び路線の持続
性の観点から制度検討を進めて
いく。 

14 公共交通と
スクールバ
スの連携 

・教育委員会と連携し、小中学生の通学に際
し、いがまち・大山田行政サービス巡回車及
び青山行政バスへの混乗を実施している。 

・教育委員会や運行事業者と連携
し、沿線地域、学校、保護者等
と協議を進めながら、より効率
的な運行体系を検討していく。 

・島ヶ原地域で新しい運行形態の導入検討を進
めるにあたり、地域や教育委員会と連携しな
がら検討を行い、スクールバスと公共交通と
の役割分担を明確にして、令和５年８月から
新しい運行体系での運行を開始している。 

・教育委員会や運行事業者と連携
し、沿線地域、学校、保護者等
と協議を進めながら、より効率
的な運行体系を検討していく。 

15 安 全 ・ 安
心・快適な
環境整備 

・上野市駅トイレのバリアフリー化及び洋式化
を行った。（令和６年１２月１０日供用開
始） 

・伊賀鉄道車両に車内防犯カメラを設置してい
る。 

・利用状況を確認しながら、必要
な改善策を検討していく。 

・市街地東部地域トイレ（広小路駅前）清掃業
務委託 

・駅前駐輪場等の管理業務委託、放置自転車等
の調査・撤去 

・状況を確認しながら、必要な改
善策を検討していく。 

16 タクシーの
サービス充
実・利用促
進 

・ライドシェアの導入について、先進市町の調
査・研究を行った。 

・今後、新たなサービスについて
他市の先進事例等の調査・研究
を行う。 

17 伊賀鉄道の
二次交通の
充実 

・伊賀鉄道ホームページや SNS を通じて周知に
努めている。 

・サイクルトレインを実施している。 
・近鉄サイクルトレイン「Ketta」臨時列車の

伊賀神戸駅停車 
・１０/２１サイクルトレイン区間延長実施

（比土～伊賀神戸） 

・営業終了したレンタサイクルに
ついて他駅等での再開を検討す
る。 

18 新たなモビ
リティサー
ビスの積極
導入 

・他地域の自動運転車両等について、試乗会に
参加し情報収集を行った。 

・状況を確認しながら、導入につ
いての調査・研究を行う。 

・関西 Maas 協議会に登録（準会員）（令和５年
９月５日 スマホアプリ「KANSAI MaaS」リリ
ース済。アプリで伊賀の名所等の検索も可
能） 

・RYDE PASS アプリでの１日フリー乗車券（市
内の商店等とコラボしたおまけサービス付き
企画乗車券）での利用促進も継続実施中。 

・乗車券からさらに他のサービス
につながる展開を考えていくと
もに、収益増につながる付加価
値の検討を行っていく。 
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（3） 基本方針３に関連する事業 

事 業

No. 

施策内容 取組実績 課題及び今後の方向性 

19 地域・住民
と連携した
伊賀鉄道の
支援・魅力
づくりの継
続・強化 

・伊賀鉄道の利用促進イベントの実施 
○５/３  伊賀線まつり・バイク「Ninja」と

のコラボイベント 
○６/９  第１２回全国高校生地方鉄道交流会 

事前学習会 
○７/２１ 花火鑑賞列車 
○８/１６～１８ 第１３回全国高校生地方鉄

道交流会 
○９/１６ お月見列車運行 
○９/３０～１０/１９、１１/２５～１２/１４

芭蕉祭俳句列車 
○１０/２１ いがてつマルシェ開催 
○１/２５ 甘いもんとれいん 
○２/１６・２２ ＪＲ関西本線臨時列車の旅 

車庫見学プラン 
ほか団体貸切列車等運転 

・継続的に実施しているイベント
は既に定着しており、多くの参
加者に好評をいただいている。
さらなる集客を目指し、列車に
乗ること自体を楽しめる魅力の
あるイベント列車づくりのた
め、車内での楽しみ方の工夫
や、芭蕉祭、上野天神祭等、沿
線行事に合わせたイベント列車
の運行などの連携策を検討しな
がら、引き続き取り組んでい
く。 

・伊賀鉄道の魅力向上に向けた、ギャラリー列
車を運行した。（１８回運行、延べ２３団
体、５８２枚掲示） 

・オリジナルヘッドマーク掲出、グッズ通信販
売、車内 FREE-WiFi 設置、駅記念スタンプ設
置。 

・イベント物販 
○４/２０,２１近鉄鉄道まつり in 塩浜 
○４/２９ 養老鉄道まつり 
○５/３   伊賀線まつり２０２４ 
※近鉄・ＪＲとのコラボ商品発売 
○８/１０,１１大和鉄道まつり 
○１０/６ 国際交流フェスタ 
○１０/１２,１３ 芭蕉路バル 
○１０/１３ 金山鉄道まつり 
○１０/１９ いがてつマルシェ 
○１０/２０ きんてつ鉄道まつり in 五位堂 
○１１/３０,１２/１ 万博鉄道まつり２０２４

with 観光 EXPO 
○１２/２２ 近鉄・伊賀鉄道共催ハイキング 
・タイアップトレイン等 
○６/１５～７/７ アロマ＆フラワートレイン

（メナード青山） 
○７/３～  上野市駅七夕飾り（白鳳幼稚園） 
○８/１～８/３０  伊賀焼風鈴列車 
○１０/７～１１/２５ セージトレイン（メナ

ード青山リゾート） 

・収益増につながる多様な付加価
値のあるグッズの企画・販売を
引き続き行っていくため、新た
な素材に広くアンテナを張り、
作成販売等を行う。 

・また、伊賀市ふるさと納税返礼
品に伊賀鉄道グッズを登録する
ことを検討していく。 

・伊賀鉄道公式 SNS アカウントにより情報発信
を行った。 

・SNS フォロワー数 X（旧 Twitter）：９,６９
８人 

Instagram：２,８５２人 Facebook：１,３４
２人 

・様々な媒体を活用して上手に伊
賀鉄道のＰＲを図り、さらなる
誘客と増収に努める。 

・線路の枕木やつり革などのオーナーを募集
し、地元のマイレール意識を醸成するととも
に、より幅広い支援を仰いだ。 

○まくら木オーナー １５２口 
○つり革オーナー   ８８口 

・伊賀線を永続的に維持していく
ためには、鉄道事業者の取組だ
けでなく、市全体で考えていく
ことが重要であることから、沿
線の地域や学校、企業等の主体
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的な取組を促し、活用の意向を
探っていく。 

・茅町、四十九、丸山、新居の４駅でネーミン
グライツによる副駅名掲出を行っている。 

・伊賀線を永続的に維持していく
ためには、鉄道事業者の取組だ
けでなく、市全体で考えていく
ことが重要であることから、沿
線の地域や学校、企業等の主体
的な取組を促し、活用の意向を
探っていく。 

・伊賀鉄道友の会会員数 
○令和６年度末現在 

一般会員：９５口、学生会員：３口、法人会
員：１７口、ボランティア会員：３口、計１
１８口 

・電車の乗り方教室 
○１２回実施 ２３４人参加（１０保育園・幼

稚園 ２０４人、小学生伊賀線教室 ３０人） 

・伊賀線を永続的に維持していく
ためには、鉄道事業者の取組だ
けでなく、市全体で考えていく
ことが重要であることから、沿
線の地域や学校、企業等の主体
的な取組を促し、活用の意向を
探っていく。 

20 地域・住民
と連携した
バス交通の
支援・魅力
づくりの継
続・強化 

・他市町の行政バス等の事例について情報取集
を行っている。 

・令和６年４月１日から、コミュニティバス
「にんまる」の音声アナウンスを沿線小学生
の声に変更した。 

・他市町の事例等も研究しなが
ら、当市にあった制度設計を行
っていく。 

 

・伊賀線まつりや伊賀市国際交流フェスタに
て、コミュニティバス「にんまる」車両の展
示やペーパークラフトの配布を行った。 

・バスへの理解を深めるため、今
後も関係機関の協働による実施
を働きかけていく。 

・問い合わせをいただいた方へ、携帯型時刻表
の提供や、利用モデルダイヤの作成・提供を
行った。 

・今後は、地域のまちづくりやイ
ベント等で中心となる自治組織
の代表等が委員を務める地域部
会等の場で情報共有し、取組の
テーマのひとつとしていただく
等、地域との連携を深めながら
具体的な検討を進めていく。 

21 高校生の通
学交通を対
象としたモ
ビリティマ
ネジメント
の展開 

・従来の伊賀鉄道分に加え、伊賀市民で近鉄・
ＪＲ・バス等他の公共交通機関分も対象に、
各通学定期券購入費用の１／２にあたる金額
を助成した。 

・伊賀鉄道 延べ１,１７６件、  ８９２人、
25,659,400 円 

・公共交通 延べ１,５４９件、１,１９３人、
47,353,700 円 

・４月に市内および名張市内の高校や高等専門
学校等を訪問して、通学定期券購入費助成制
度の周知活動を実施した。 

・１月～２月にはメール配信等による再度の周
知依頼を行った。 

・学校や地域と連携しながら、学
生へのモビリティマネジメント
を進めていく。また、助成制度
等については、今後も利用促進
及びマイレール意識醸成の観点
から、積極的なＰＲを行ってい
く。 

・令和６年８月 16 日～18 日 第１３回全国高
校生地方鉄道交流会 開催 

・10 月 20 日同上 ヘッドマーク授与式 
・関西本線臨時直通列車の実証運行に伴う来訪

者のおもてなしの一環で伊賀上野駅にある駅
ピアノを活用した演奏会を開催した。 

・連携できる方法を模索しなが
ら、一緒になった取組を進めて
いく。 

22 市内事業所
への通勤交
通を対象と
したモビリ
ティマネジ
メントの展
開 

・商工、観光関係団体等で構成するＪＲ関西本
線利用促進と電化を進める会とともに、国際
交流フェスタにおいて啓発物品を配布し利用
促進を図った。 

・ＪＲ関西本線利用促進と電化を進める会によ
る「ＪＲ関西本線団体利用促進補助金」につ
いては、令和６年度は、延べ７団体に対し
て、交付額総計７,８１８円の補助を行っ
た。 

・各種助成・補助制度について
は、今後も利用促進及びマイレ
ール意識醸成の観点から、積極
的なＰＲを行っていく。 

・また、公共交通利用促進に関す
る情報発信や啓発に努めるとと
もに、イベント開催等の情報収
集を積極的に行っていく。 
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・１０月～１２月を公共交通利用促進期間と設
定し、通勤・出張時における公共交通機関の
利用について、通勤モデルダイヤの提示やパ
ークアンドライド駐車場の紹介を行いなが
ら、市役所各部署宛て協力依頼を行った。 

・利用促進期間にあわせ、JR 佐那具駅前の市営
駐車場の無料開放を行った。 

・取組を企業等民間団体や市民全
体にまで拡げていく必要があ
る。 

・市職員が率先垂範して実行でき
るよう、各自の通勤モデルパタ
ーンを示すなど、具体的な働き
かけをさらに強化しつつ、引き
続き実施する。 

23 広報誌・動
画による情
報発信 

・伊賀鉄道に係る話題や、公共交通利用促進を
図る内容等を、偶数月に広報いがに掲載し
た。 

・情報収集を行いながら、積極的
な情報提供を行っていく。 

・広報いが等にてイベント情報を発信した。 
・伊賀線まつり２０２４やいがてつマルシェの

開催チラシを伊賀鉄道㈱と連携し、市内幼稚
園、保育所（園）、小学校へ配布した。 

・伊賀線まつり２０２４やいがてつマルシェの
ポスターを鉄道他社・他市でも掲示していた
だいた。 

・沿線のイベント開催情報や各種オーナー等の
告知を、伊賀鉄道 SNS にて発信した。 

・伊賀線活性化協議会では、加盟団体に向け、
伊賀線に関する話題をメルマガ形式で毎月発
信。 

・情報収集を行いながら、積極的
な情報提供を行っていく。 

・行政情報番組にて、通学定期券購入費助成制
度や公共交通利用促進期間の周知などを実施
した。 

・様々な機会を捕らえ、情報発信
を行っていく。 

24 公共交通の
担い手担保 

・伊賀鉄道で自社採用社員を進めている。 ・関係機関と連携して、人材確保
に努めていく。 

・バス車内に運転手募集広告の掲示を行ってい
る。 

・関係機関と連携して、運転手の
確保に努めていく。 

・運転手の人数や配置等、現状に配慮したバス
の運行により、運用の最適化を図っている。 

・関係機関と連携して、取組を進
めていく。 
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1-4 数値目標の達成状況 

現計画では基本方針に基づいた目標ごとに、達成すべき数値目標を設定している。数値目標

の評価指標及び、目標値は以下のとおりである。 

基本方針１については、コロナウイルスの影響もあり、全ての項目で未達成でした。しかし

ながら、コロナ以降は回復傾向がみられるため、引き続き、ネットワークの形成に向けて取組

を進めてまいります。 

基本方針２については、「時刻表や乗り継ぎ案内に対する満足度」及び「乗継利便性に対す

る満足度」の項目について、達成しており、公共交通サービスが充実したと感じる方が増加し

たと考えられます。一方で、公共交通を利用した外出は未達成であり、今後は、利用者を増加

させる取組が重要となってきます。 

基本方針３については、市民の公共交通の満足度」及び、「市民の公共交通の利用割合」は

目標を達成している一方で、「市民の公共交通の参画度」は未達成となっています。今後は、

公共交通をみんなで支える意識醸成が重要となってきます。 

 

表 1.2 伊賀市地域公共交通計画の数値目標と達成状況 

 目標 評価指標 策定時 現況値 
(2024) 

目標値 
(2026) 

達成／ 
未達成 

市
民
・
利
用
者
の 

生
活
の
質
を
高
め
る
地
域
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成 

公共交通軸の伊賀鉄道の利

用者数の増加 

伊賀鉄道の年間利用数 1,729,625 
人/年※1 

1,163,669

人/年 

1,568,000 

人/年 
未達成 

公共交通軸・補完交通のバ

スの利用者数の維持 

バスの年間利用数 503,269 

人/年※1 

358,905 

人/年 

503,000 

人/年 
未達成 

街の拠点と居住地を結ぶ公

共交通ネットワークの構築 

広域拠点・地域拠点の

バス停までアクセス可

能な人口割合 

73.7％ 

※2 

74.8％ 80％ 未達成 

都市部への通勤・通学環境

の充実による市外への転出

者数の抑制 

市外への転出者数 2,370 

人/年※3 

2,386 

人/年 

2,200 

人/年 
未達成 

誰
も
が
利
用
し
や
す

く
、
使
い
た
く
な
る

よ
う
な
地
域
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

利用しやすさの向上に向け

た路線・乗換案内の充実 

時刻表や乗り継ぎ案内

に対する満足度 

73.5% 

※2 

83.7% 80％ 達成 

乗り継ぎしやすさの向上に

向けた乗継利便の充実 

乗継利便性に対する 

満足度 

46.7% 61.4% 60% 達成 

地域公共交通を利用したお

出かけの増加 

公共交通を利用した 

外出回数 

5.4 

回/月※2 

2.83 

回/月 

現況値以上 未達成 

一
緒
に
考
え
、
次
世
代
へ
つ

な
い
で
い
く 

持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り 

地域公共交通に対する市民

の参画度の向上 

市民の公共交通への 

参画度 

38.1％※2 16.5% 45％ 未達成 

地域公共交通に対する市民

の満足度の向上 

市民の公共交通の 

満足度 

20.0%※2 26% 25％ 達成 

市民の地域公共交通の利用

割合の増加 

市民の公共交通の利用

割合 

32.6%※1 44.1％ 40% 達成 

地域公共交通がもたらすク

ロスセクター効果の維持 

クロスセクター効果 1.5億円 

※1 

 現況値の維

持 

 

※1…2019 年の値 

※2…2020 年の値 

※3…2015～2019 年の平均値 
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（1） 基本方針１：市民・利用者の生活の質を高める地域公共交通ネットワークの形成 

① 目標①：公共交通軸の伊賀鉄道の利用者数の増加 

現計画での目標値は、1,568,000人/年で、2024年の利用者は 1,163,669人/年でした。計画

策定時からの推移をみると、コロナウイルスの流行により、2020～2021 にかけて、利用者数

が低下していることがわかります。コロナ後には、コロナ禍に比べて、利用者数が徐々に回

復傾向にありますが、コロナ前の利用者数に戻っておらず、目標値も未達成です。 

 

図 1-2 伊賀鉄道の利用者数の推移 

 

② 目標②：公共交通軸・補完交通のバスの利用者数の維持 

ここでのバス利用者数は、「営業路線バス・廃止代替バス・行政バス・コミュニティバス」

の利用者数を集計しています。 

現計画での目標値は、503,000 人/年であり、2024 年の現況値は、358,905 人/年でした。

コロナウイルスの流行により、2021 から、利用者数が低下しています。コロナ後には、コ

ロナ禍に比べて、利用者数が微増していますが、コロナ前の利用者数に戻っておらず、目

標値も未達成です。 

 

図 1-3 バスの利用者数の推移 
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③ 目標③：街の拠点と居住地を結ぶ公共交通ネットワークの構築 

現計画の目標値は 80％であり、2024 年の現況値は 74.8％でした。しかしながら、策定時

（2020 年）は 73.5％であったことから、増加傾向であると言えます。引き続き公共交通ネッ

トワークの構築に向けた取組を進めてまいります。 

 

 

④ 目標④：都市部への通勤・通学環境の充実による市外への転出者数の抑制 

現計画の目標値が１年あたり、2,200 人以下で、現況値は、１年あたり 2,386 人であったこ

とから、目標は未達成でした。達成した年度は R2 年のみでしたが、直近 2 年は減少傾向にあ

ることから、転出者数が抑制されつつあります。 
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（2） 基本方針２：誰もが利用しやすく、使いたくなるような地域公共交通サービスの充実 

① 目標⑤：利用しやすさの向上に向けた路線・乗換案内の充実 

利用者アンケート調査の時刻表や乗り継ぎ案内に対する満足度（「満足」「やや満足」

の合計）から算出しています。 

現計画の目標値は 73.5％で、2025 年の現況値が 83.7％であったことから、目標を達

成しました。 

 

 

② 目標⑥：乗り継ぎしやすさの向上に向けた乗継利便の充実 

利用者アンケート調査の乗り継ぎ利便性に対する満足度（「満足」「やや満足」の合

計）から集計しています。 

現計画の目標値では 46.7％で、2025 年の現況値が 61.4％であったことから、目標を

達成しました。 

 

 

 

③ 目標⑦：地域公共交通を利用したお出かけの増加 

市民アンケート調査における市民の外出頻度より、日々の「通勤」「通学」目的以外

の「買物」「観光・娯楽」「通院」目的で、公共交通を利用した外出回数を示す。外出

日数は、回答ごとに下表のように定め、合計外出日数を回答者で除すことで算出して

います。 

選択肢 ほぼ毎日 週に 2~3 回 週に 1 回 月に 2~3 回 月に 1 回 年に数回 

日数(回/月) 20 10 4 2.5 1 0.5 

現計画での目標値が現況値（5.4回/月）以上で、2.83回/月であったことから、目標

は未達成でした。 

  

n=367 

n=366 
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（3） 基本方針３：一緒に考え、次世代へつないでいく持続可能な仕組みづくり 

① 目標⑧：地域公共交通に対する市民の参画度の向上 

まちづくりアンケート調査の「自家用車に過度に依存することなく、節度を持って

交通手段を選んでいる」の回答結果（「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」

の合計）から算出しています。 

現計画での目標値は 45%、2024 年の現況値は 16.5%であり、目標は未達成でした。コ

ロナウイルスの影響で、参画度が減少したと考えられますが、コロナ後にも低下して

いることが確認できるため、参画度向上に向けた取組が必要です。 

 

図 1-4 市民の公共交通への参画度の推移 

 

② 目標⑨：地域公共交通に対する市民の満足度の向上 

まちづくりアンケート調査の「身近なバスや鉄道に愛着を持ち、みんなで支えてい

る」の回答結果（「満足」「どちらかといえば満足」の合計）から算出しています。 

現計画での目標値は 25%、2024 年の現況値は 26%であり、目標を達成しました。コロ

ナ禍の 2020年から 2023年にかけて減少傾向でしたが、2024年に増加に転じています。 

 
図 1-5 市民の公共交通への満足度の推移 

③ 目標⑩：市民の地域公共交通の利用割合の増加 

38.1%

29.9%

20.1% 20.9% 21.1%

16.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

2019 2020 2021 2022 2023 2024

現況値 目標値

20.0%

31.6%

28.1%

25.6%
24.3%

26.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

2019 2020 2021 2022 2023 2024

現況値 目標値



16 

市民アンケート調査において、「１年間の市内の公共交通を利用する割合」の問に対

して、「利用した」と回答した人の割合を算出しています。 

現計画の目標値は、40%、2024 年の現況値は、44.1%であり目標を達成しました。 

 

④ 目標⑪：地域公共交通がもたらすクロスセクター効果の維持 

 

 

 

 

※最新のガイドラインに則った値を算出し、現行計画との比較を行う（検討中） 
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第 2 章 上位関連計画の整理 

本計画を策定するにあたり、整合及び連携を図るべき上位・関連計画について整理しました。ま

た、市界を跨ぐネットワーク形成について、周辺市町村と連携を図りながら講じていく必要がある

ため、周辺市町村の地域公共交通計画についても整理します。 

 

表 2.1 上位・関連計画整理のまとめ（1/2） 

伊賀圏域 

マスタープラン 

（三重県） 

 都市施設整備の方針として以下の内容が示されています。 

 整備が進むリニア中央新幹線や高速バス等の広域ネットワーク、それら

に接続する公共交通を含めた総合的な交通体系の構築を進めます 

 鉄道駅やバス停等の交通結節点および周辺整備等を進め、公共交通の利

用促進を図ります 

 交通結節点となる拠点周辺への居住の誘導を進め、持続可能な公共交通

を維持します 

三重県 

地域公共交通計画 

 「県民の多様なニーズに対応した、持続可能な地域交通の実現」をめざ

す姿とし、以下の３つの基本方針と施策が示されています。 

 基本方針１：日常を支える地域内交通の維持・確保 

１．地域内交通の課題解決に向けた支援 

２．交通不便地域における移動手段の確保 

３．地域を支える二次交通の充実と多様な輸送資源の活用 

 基本方針２：広域ネットワークの構築・活性化 

１．鉄道の維持・確保 

２．地域間幹線バスの維持・確保 

３．広域航路の維持・確保 

４．交通結節点での円滑な乗り継ぎの推進 

５．観光施策との連係 

 基本方針３：地域公共交通を支え、発展させる環境整備 

１．誰もが公共交通を利用しやすい環境の整備 

２．公共交通の担い手の確保 

３．新技術の活用による課題の解決、付加価値の向上 

第３次伊賀市 

総合計画/ 

伊賀市まち・ひと・

しごと総合戦略 

 「身近なバスや鉄道に愛着を持ち、みんなで支える」が公共交通に関す

るめざす姿として示されています。 

 総合的な公共交通ネットワークの形成、持続可能なバス交通の運行体系

の構築、鉄道路線の維持、伊賀鉄道の運営安定化などに取り組む方針が

示されています。 

伊賀市都市計画 

マスタープラン 

 「伊賀流多核連携都市」を実現するための公共交通施策として、鉄道、

バス、その他の移動手段についての施策が示されています。 

 鉄道については、接続改善等に向けた事業者への働きかけ、伊賀鉄道の

利用促進、パークアンドライドの推進などが示されています。 

 バスについては、高速バスの維持、利便性向上に向けた環境改善、路線

バス以外の交通導入の検討について示されています。 

 その他の移動手段については、スクールバスの効率的な運行や、タクシ

ーの維持や利用促進について示されています。 

伊賀市立地適正化 

計画 

 「人口減少社会でも住みよさが実感でき、郷土に誇りが持てる都市づく

り」を都市づくりの方針として掲げています。 

 居住誘導のための誘導施策として、公共交通拠点を含めた歩行空間整備

やバリアフリー化、交通結節点の整備、居住誘導区域における公共交通

利便性野向上、伊賀鉄道の新駅開設、交通弱者への支援などが示されて

います。 
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表 2.2 上位・関連計画整理のまとめ（2/2） 

伊賀市の適正な土地

利用に関する条例 

 地区の特性にあった用途の適正化を図る条例です 

 公共交通のアクセスポイントに「広域的拠点区域」を、広域的拠点への

ネットワークの拠点となる区域及び公共交通の拠点で、公共交通を活用

した居住誘導を進める区域に「地域拠点等の拠点区域」を設定していま

す。 

伊賀市環境 

基本計画 

 温室効果ガス削減の実現のために、自家用車の利用機会を減らし、公共

交通利用促進に係る啓発を行うことを示しています。 

伊賀市地球温暖化 

対策実行計画 

（事務事業編） 

 伊賀市の職員の日常的な取組として、移動の際には公共交通機関を積極

的に利用することが示されています。 

伊賀市観光振興 

ビジョン 

 「地域熱量人口の拡大」、「交流・関係人口の拡大」、「観光・まちブラン

ド向上」を取組方針として掲げています。 

 大都市圏からの鉄道が整備されていることや、2 空港からのアクセス性

など、公共交通アクセスについての強みが示されています。 

伊賀市国土強靭化 

地域計画 

 基本目標のひとつとして、「市及び地域重要な機能が致命的な障害を受け

ず維持されること」を掲げています。 

 施策として、輸送機関の代替性の確保や、鉄道・路線バス・準基幹バ

ス・地域アクセスバス・タクシーなどが一体的に機能する公共交通ネッ

トワークを形成することにより、輸送機関を確保することが示されてい

ます。 

第４次伊賀市 

地域福祉計画 

 「ひとりひとりが支え合い つながりあいながら、いきいきと暮らせる

まちづくり」を基本理念に掲げています。 

 地域ネットワークの形成や、公共交通サービスの充実、交通手段の総動

員、利用促進に向けた機運醸成、関係者の連携、移動に困難が生じて居

る人の支援などが施策として示されています。 
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表 2.3 周辺市町村及び県の地域公共交通計画のまとめ 

第２次津市 

地域公共交通網 

形成計画 

 「広域移動の確保」を目標とし、鉄道の利便性向上に関する事業者への

要請を事業のひとつとしています。 

名張市 

地域公共交通計画 

 「集約連携型のまちづくりと連携し、人が交わり地域を支える地域公共

交通ネットワークづくり」を基本方針に掲げ、事業内容として、広域幹

線（鉄道）及び広域準幹線（路線バス）の継続運行に取り組むことを示

しています。 

亀山市 

地域公共交通計画 

 「持続可能な地域公共交通の実現に向けた、地域と共に考える利用促進

策の展開」を基本方針に掲げています。 

 その施策のひとつとして、鉄道の利便性向上の要請や近隣自治体との広

域連係による公共交通利用促進に取り組むことを示しています。 

甲賀市 

地域公共交通計画 

 基本方針のひとつである「広域幹線網の利便性の確保と利用促進」の施

策として、JR草津線の利用促進と利便性向上が示されています。 

 また、基本方針「持続可能な仕組み作り」の施策として、関連する団体

や関係機関との連携推進に取り組むことが示されています。 

奈良県 

地域公共交通計画 

 山添村が上野市駅を結ぶコミュニティバスを運行していますが、休日運

行がないことを課題にあげています。 

 また、京都（笠置駅）、三重（上野市駅）との広報連携の強化についても

課題認識が示されています。 

 

  


